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ハ コエ ビ の第Ⅰ 期 フ ィ ロゾ ー マ幼 生 につ い て
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The First Phyllosoma of Lobster, Linuparus trigonus (von SIEBOLD)
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 In the East China Sea, "Hakoebi", Linuparus trigonus (von SIEBOLD) has been 
caught by the trawl fishing on sandy mud or muddy bottom of a depth range
of 30～200m.However, the breeding season is not known, and berried females
or phyllosoma larvae have not yet been collected. 
 On September 30, 1973, a berried female was collected at the fishing ground
(Lat.31° ～31°30'N,Long.127° ～127°30'E) in the East China Sea. As the
female was weakened by transportation from the fishing ground to the 
Fisheries Experimental Station of Nagasaki University situated in Nomozaki 
near Nagasaki, a half of the eggs were removed from pleopods and reared 
in a tank. On the night of October 2, 1973, the eggs were hatched in the 
tank, but all larvae died without molting after the sixteenth day. 
 The present paper describes the first stage phyllosoma of lobster, Linuparus 
trigonus obtained by the artificial hatching of eggs.
内 田1)の 分 類 に よ る と,ハ コエ ビ Linuparus trigonus (von SIEBoLD)は,イ セ エ ビ 科
Palinuridae の ハ コエ ビ属 に属 し,こ の属 で は,本 種 の み が 知 られ て い る 。 ま た,久 保2)に よ
れ ば,そ の分 布 は広 く,東 はハ ワ イ諸 島か ら,西 は ア フ リカ東 岸 まで み られ,本 邦 で は外 房 州
以南 の太 平 洋 岸,山 陰沿 岸,東 シナ海 の,水 深30m～200mの 砂 泥 底,も し くは泥 底 に棲 息 す る
と され て い る。
東 シナ海 で は,本 種 は,機 船 底 曳 網 漁 業 に よ り漁 獲 され て い るが,産 卵 期 につ いて は,わ か
って お らず,そ の抱 卵 個体,フ ィ ロゾ ー マ幼 生 に つ い て の報 告 も全 くみ られ な い 。
筆 者 等 は,本 種 の抱 卵 個 体 を採 集 し,そ れか ら第1期 フ ィロ ゾ ー マ幼 生 を 艀 化 させ る こ とが
で きた の で,そ の 形 態 に つ い て 報 告 す る。
材 料 お よ び 幼 生 の煕 化 ・飼育 方 法
東 シナ海 にお いて,機 船 底 曳 網 漁 業 で 漁 獲 され た 個体 の うち か ら採 集 した ハ コエ ビで,抱 卵
中 の個 体 が 得 られ た もの につ い て は,漁 獲 日,漁 獲 位 置 お よ び 体 長,体 重,抱 卵数 をTable1
に示 して い る。
卵 は,他 の爬 行 類 と同 様 に,雌 の腹 部 の,腹 肢 の 内肢 に付 着 して い る(Fig.1)。 卵 径 は,艀
化 直 前 の も ので,長 径1.08mm,短 径1.00mmと,か な り大 型 の卵 で あ る 。
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先端に尖 った1棘 がある。第5胸 脚は,未 発達な小突起として存在する(Pl.1,C)。 底節棘お
よび1小 副刺が第1胸 脚,第2胸 脚,第3胸 脚の底節に存在する。
腹部の左右の外縁は,ほ ぼ並行で末端に達 し,末 端には,1対 の小さな棘状突起があり,そ
れぞれ,3本 の小刺毛を有する(Pl.1,C)。
考 察
ハ コエ ビの 第1期 フ ィ ロゾ ー マの 特 徴 を 明確 に す る た め に
,同 じ イ セ エ ビ 科 の イ セ エ ビ
Panulirus　 juponicus(von SIEBOLD)の 第1期 フ ィ ロゾ ー マ との 比較 を 行 な った 。 こ こで 用 い
た イ セ エ ビの 第1期 フ ィ ロゾ ーマ の 体 測 定 値 お よび 形 態 的 特 徴 は,税 所5)に よ った 。
ハ コエ ビの 第1期 フ ィ ロゾ ー マの 体 長 は
,イ セ エ ビの そ れ の 約1.8倍 と非 常 に大 き い 。頭 長 と
頭 幅 の 比 は,イ セ エ ビで は,1.27と 頭 長 が 長 いが,ハ コ エ ビで は,0 .99と ほ ぼ,ど ち ら も同 じ
長 さで あ る。 第1触 角 基 部 は,イ セ エ ビで は分 節 して い な い が,ハ コエ ビで は分 節 して い る。
第1触 角,第2触 角 と も イ セ エ ビで は,側 面 に十 数 個 の微 小 突 起 が 並 ん で い る が,ハ コエ ビで
は,ど ち らの 触 角 と も な め らか で あ る。 第2小 顎 の先 端 の 羽状 刺 毛数 は,イ セ エ ビで は4本 で
あ るが,ハ コ エ ビで は6本 で あ る。 第3顎 脚 の外 肢 先 端 の 羽状 刺 毛 数 は,イ セ エ ビで は3対 で
あ るが,ハ コエ ビで は5対 で あ る 。 第1胸 脚,第2胸 脚 の 外 肢先 端 の 羽状 刺毛 数 は,イ セ エ ビ
で は各 々5対 で あ る が,ハ コエ ビで は そ れ ぞ れ ,7対 と5対 で あ る。 第4胸 脚,第5胸 脚 は,
イセ エ ビで は存 在 しな い が,ハ コエ ビで は未 発 達 で は あ るが 存 在 し,第4胸 脚 は 外 肢 を も有 す
る。
以 上,大 きな 相 違 点 だ け で も,8点 が あ げ られ 同 じ イセ エ ビ科 に属 して い て も,そ の 形 態 を
全 く異 に して い る。
イセ エ ビ の他 に,日 本 沿 岸 に棲 息す る爬行 類 の第1期 フ ィ ロゾ ー マ に つ い て は,カ ノコ イ セ
エ ビ6),ウ チ ワ エ ビ3)6) ,セ ミエ ビ7),ヒ メセ ミエ ビ8),ゾ ウ リエ ビ9)が 報 告 され て い る が イ
セ エ ビ,カ ノ コ イセ エ ビ以 外 は
,セ ミエ ビ科Scyllaridaeに 属 し,第3顎 脚 に外 肢 を 有 しな い
点 で 区別 す る こ とが で き る。 従 って,日 本 沿 岸 で の 天 然 の採 集 標 本 の査 定 で は,ハ コエ ビの 第
1期 フ ィロ ゾ ー マ は,容 易 に識 別 で きる と思 わ れ る。
本研究にあた り,抱 卵個体の採集および運搬に多大な御便宜をはかって下 さった,山 田水産
株式会社,特 に高比良志郎漁携長,ま た,幼 生の暗化,飼 育に適切なる御助言を賜わり,貴 重
な文献をお貸 し下さった,本 学部の道津喜衛教授に感謝する。
要 約
1.ハ コエ ビの 抱 卵 個 体 よ り,卵 を と りは ず し,強 く曝 気 を 行 な い つ つ,人 工 的 に孵 化 させ,
第1期 フ ィ ロゾ ー マ幼 生 を得 た 。
2.第1期 フ ィロゾ ーマ の 体 長 は,2.58mmで 非 常 に大 きい 。 頭 部 は,西 洋 梨 型 を して お り,
頭 長 と頭 幅 は,ほ ぼ 同 じ長 さで あ る。 眼 球 と眼 柄 の 間 に は分 節 が な い。 第1触 角 基 部 は,分
節 して い る 。
3.第2小 顎 先 端 の 刺 毛 数 は,6本 で あ る。 第3顎 脚 は,よ く発 達 した 外 肢 を有 し,外 肢 先 端
の刺 毛 数 は,5対 で あ る。
13長 崎大学水産学部研 究報告　 第37号(1974)
4.第1胸 脚 ・第2胸 脚は,よ く発達 した外肢を有 し,外 肢先端の羽状刺毛数は,そ れぞれ7
対および5対 である。
5.第3胸 脚は,未 発達な外肢を有する。 第4胸 脚は,未 発達で分節してな く,背 面部に外肢
が小突起として存在する。第5胸 脚は,未 発達な小突起 として存在する。
6.第3顎 脚,第1胸 脚,第2胸 脚,第3胸 脚の底節には,底 節棘と1小 副刺を有する。.
7.腹 部末端には,1対 の小棘状突起があり,そ れぞれ3本 の小刺毛を有する。
8.イ セエビの第1期 フィロゾーマとの特徴的な違いは,ハ コエビは,体 長が非常に大きいこ
と,イ セエビでは頭長が頭幅より長いが,ハ コエビでは,そ れ らは,ほ ぼ等 しいこと,第2
小顎先端の羽状刺毛数,第3顎 脚の外肢先端の羽状刺毛数,第1胸 脚,第2胸 脚の外肢先端
の羽状刺毛数がそれぞれ,イ セエビとは異なること,そ してハコエビでは第4胸 脚,第5胸
脚が未発達ながら存在するが,イ セエビでは存在 しないことである。
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Plate　1．　The　first　phyllosoma　of　lobster，　Linuparus　trigonus．
Fig．　A．
Fig．　B．
Fig．　C．
The　ventral　view　of　the　first　phyllosoma．
The　・eye　and　the　first　and　second　antennae．
The　rudimentary　process　of　fourth　and　fifth　pereiopods
and　abdomen．
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Plate　2．　Appendages　of　the　first　phyllosoma　of　lobster，　Linuparus　trigonus．
Fig．　A．
Fig．　B．
Fig．　C．
Fig．　D．
Fig．　E．
Fig．　F．
The　second　maxilla　and　the　rudimentary　process　of　first　maxilliped．
The　second　maxilliped．
The　third　maxilliped．
The　first　pereiopod．
The　second　pereiopod．
The　third　pereiopod．
